
総合型地域スポーツクラブ創設に向け
（仮称）八百津スポーツクラブ

設立準備委員会

いろいろな種目をやってみたいけど…。どこかいい場所は…。●
●スポーツをしたいけど、いっしょにできる仲間がほしいな…。
●家族みんなでスポーツを楽しみたいんだけど…。
●もっと上手になりたいけど、優秀な指導者がいるところはないかな…。
●気軽にスポーツを楽しめたらいいな…。

、 。 、いま こんな声が多くきこえてきます 今までのスポーツクラブは単一種目で
職場のクラブ(企業サークル)、地域スポーツクラブ(スイミングクラブ・フィット
ネスクラブ)などの各団体に分かれ、それらが中心となって活動してきました。
しかし少子高齢化をはじめとした社会情勢の変化、学校週 日制の導入や終身雇5
用制の見直しが進む中で、地域に根ざしたスポーツクラブの重要性が高まってい
ます。そんななか、私たちの声が反映されるスポーツクラブとして注目されてい
るのが「総合型地域スポーツクラブ」です。
身近に自由に使えるスポーツ施設があり、地域の会員であるみなさんが「いつ

でも、どこでも、だれとでも」それぞれのニーズに応じて、質の高い指導者のも
と活動がおこなえるスポーツクラブです。誰もがスポーツに親しむことで、地域
に豊かなふれあいが生まれる。それが「総合型地域スポーツクラブ」です。

設立によって期待される効果
①スポーツ参加率の向上
②青少年の健全育成、地域教育力の向上
③地域の健康水準の改善、医療費の削減
④親子や家族・世代間の交流
⑤専門的な指導・一環指導
⑥高齢者の生きがいづくり
⑦地域コミュニティーの形成
⑧情報の発信拠点
⑨施設の有効活用
⑩地域の活性化

百津の青少年を取り巻くスポーツ環境の現状八
３７人 ３０人スポーツ少年団 野球 和知 八百津

２９人 １５人( )H16 バレー 和知 八百津

５人卓球
５０人サッカー

八百津中学校中学校部活
野球、ソフトボール、バレー、ソフトテニス、
卓球、バスケット、剣道、サッカー、吹奏楽、文化

八百津東部中学校
ソフトテニス、バレー、文化

◇総合型地域スポーツクラブ設立により青少年のスポーツ環境を整えることができます
・指導者の派遣（より専門的な指導）
・スポ少、部活にない種目のプログラムを提供
・部活動を引退（中学３年生）した後のスポーツをする場の提供

・生徒数と部活動数
・顧問の専門性
・需要と供給バランス

加入率 ２３．２％
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ち上げに向けての動き立
毎回テーマを設定し 八百津にふさ

わしい総合型地域スポーツクラブにつ
いて意見交流をしました。

５回の検討委員会でスポーツクラブの
理念と方向性の合意を得て、実働部隊
である設立準備委員会の立ち上げを確
認し動き出しています。準備委員会の
メンバーはより地域に密着した方が集
い、月に２回の会議を行っています。
現在メンバーを募集中です。

営は行政の支援（施設利用など）は受けるものの、基本的には自分たちで計画し、新しい組織をつく運
るという感覚です。役場からの補助金をあてにせず、会費を支払ってスポーツを行う が原受益者負担
則です。良好な運営を行う上でのキーとなる事柄は次の５つと言われています。

クラブが一部の人だけでなく地域のみんなのためのものであること。１．公益性
行政からの補助に甘えることなく自分たちで考え、進めていくこと。２．自主運営
地域のマンパワーこそ将来の発展につながるものである。３．地域性
若い世代をいかに育てるか、そこで育った者が指導者として帰ってくる。４．長期展望
クラブ員誰もが運営にも関わっていく、参画していく。５．１人役割

八百津に合ったスポーツクラブの設立を目指
し、スポーツするのが好き、見るのも好き、応
援するのも好きな方はもちろんスポーツクラ
ブ運営に協力していただけるスタッフ （設立
準備委員）を募集中です。
興味がある方は教育委員会スポーツ振興

係までご連絡下さい。

八百津町教育委員会 スポーツ振興係 ℡４３－０３９０

平成１６年８月

設立検討委員会の立ち上げ

発起人 体育協会会長 大野将治

構成メンバー
体育協会(５)､体育指導委員（２ 、スポ少（２ 、学校関係（４）） ）
教育委員会（６）

・第１回 勉強会､意見交流、今後の方向
・第２回 先進クラブから学ぶ①、既存クラブについて
・第３回 先進クラブから学ぶ②、部活動の現状
・第４回 スポ少の現状と課題、今後の方向
・第５回 検討事項確認 準備委員会について

設立検討委員会での確認内容

クラブの規模
B&G体育館を拠点として町内１クラブ

主眼を置く対象年齢層
高齢者：健康増進と生きがいづくり
小学生：スポーツ環境の整備と体力づくり
主 婦：幼児を持つ母親の集いの場

既存団体との関係
体育協会 ：イベント開催、指導者の確保など
体育指導委員：軽スポーツの普及など
スポ少 ：現状の活動を続ける
中学部活動 ：現状維持、指導者の派遣
サークル ：現状維持、団体間の調整・連携

組織が確立されていて、運営上特に問題がない団体については今までの活
動を尊重しつつ歩調を合わせできる範囲内で共存していく。今後、困る問題
が出てきたら総合型地域スポーツクラブと連携を図り活動していく。

H17.2
設立準備委員会

・体育協会
・体育指導委員
・スポ少
・社会サークル
・老人クラブ
・女性ネットワーク会議


